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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第61期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（百万円） 20,054 88,568

経常利益（百万円） 1,140 5,684

四半期（当期）純利益（百万円） 629 3,174

純資産額（百万円） 73,640 73,833

総資産額（百万円） 100,552 99,585

１株当たり純資産額（円） 3,825.32 3,835.32

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
32.71 164.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
-　 -　

自己資本比率（％） 73.2 74.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
4,950 5,855

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,664 △7,006

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△629 △1,117

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
24,638 21,958

従業員数（人） 2,625 2,608

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 2,625（402）

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員を外書で記載し

ております。

　

　(2）提出会社の状況 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 556 (80)　

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均雇用人員を外書で記載してお

ります。
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第２【事業の状況】

１【生産、仕入、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

生体検査装置部門（百万円） 2,128

生体情報モニター部門（百万円） 1,429

治療装置部門（百万円） 1,084

その他部門（百万円） 799

合計（百万円） 5,441

　（注）１　金額は販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 仕入実績

当第１四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

生体検査装置部門（百万円） 1,410

生体情報モニター部門（百万円） 129

治療装置部門（百万円） 4,690

その他部門（百万円） 3,501

合計（百万円） 9,732

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3) 受注実績

該当事項はありません。

(4) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

生体検査装置部門（百万円） 4,625

生体情報モニター部門（百万円） 995

治療装置部門（百万円） 8,929

その他部門（百万円） 5,504

合計（百万円） 20,054

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）当第１四半期連結会計期間の経営成績の分析

　当社グループの経営成績は、当第１四半期連結会計期間において、連結売上高は200億54百万円となりましたが、販

売費及び一般管理費の増加により営業利益は10億41百万円、経常利益は11億40百万円となり、四半期純利益は6億29

百万円となりました。

①　売上高

　当第１四半期連結売上高は200億54百万円となりました。部門別には、生体検査装置部門で46億25百万円、生体情

報モニター部門で9億95百万円、治療装置部門で89億29百万円、その他部門で55億4百万円であります。

②　販売費及び一般管理費

　販売費及び一般管理費は、79億8百万円となりました。これは主に、販売子会社の人員増加に伴う人件費の増加や

基幹業務統合システム導入に伴い減価償却費が増加したことによるものであります。

③　営業利益

　営業利益は、10億41百万円となりました。

④　営業外損益

　営業外収益から営業外費用を控除した営業外損益純額は、98百万円の収益超過となりました。

⑤　経常利益

　経常利益は、11億40百万円となりました。

(2）当第１四半期連結会計期間の財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金が減少したものの、現金及び預金ならびに商品や有

形固定資産の増加などにより、前連結会計年度末と比べて9億66百万円増加し、1,005億52百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は、73.2％（前連結会計年度末比0.9％減）となりました。

(3）戦略の現状と見通し

　当社グループは中期的目標として、中期３カ年経営計画を継続的に策定し、グループ全体の課題に対して随時検討

を行い、実行に取り組んでおります。

(4）当第１四半期連結会計期間のキャッシュ・フローの状況

　営業活動によるキャッシュ・フローは、当第1四半期連結会計期間において売上債権の減少等により49億50百万円

の収入となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、当第1四半期連結会計期間において有形固定資産の取得等により16億64百

万円の支出となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、当第1四半期連結会計期間において配当金の支払等により6億29百万円の

支出となりました。

　以上の結果、現金及び現金同等物の当第1四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末と比較して26億80百万

円増加し246億38百万円となりました。

(5）対処すべき課題

　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

　生じた課題はありません。また、当社株式の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）は適用継続しておりま

す。

　

(6）研究開発活動　

　　当第１四半期連結会計期間における研究開発活動の総額は、361百万円となりました。

EDINET提出書類

フクダ電子株式会社(E02304)

四半期報告書

 5/23



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 78,000,000

計 78,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,588,000 19,588,000
ジャスダック

証券取引所
―

計 19,588,000 19,588,000 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金
増減額

(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成20年４月１日～

平成20年６月30日
-　 19,588,000 -　 4,621 -　 8,946

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】　

　 平成20年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 340,100
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

19,235,300
192,353 －

単元未満株式 普通株式　12,600 － －

発行済株式総数 19,588,000 － －

総株主の議決権 － 192,353 －

（注）　単元未満株式には当社所有の自己株式39株が含まれております。　

　

②【自己株式等】

　 平成20年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式） 　     

フクダ電子㈱
東京都文京区本郷

３－39－４
340,100 － 340,100 1.74

計 － 340,100 － 340,100 1.74

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

平成20年
５月

平成20年
６月

最高（円） 2,650 2,750 2,765

最低（円） 2,320 2,520 2,600

　（注）　最高・最低株価はジャスダック証券取引所における株価を記載しております。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,211 22,540

受取手形及び売掛金 20,385 23,710

有価証券 997 999

商品 8,249 7,410

製品 3,275 3,245

原材料 2,415 2,430

仕掛品 87 84

その他 3,659 3,384

貸倒引当金 △273 △308

流動資産合計 64,007 63,497

固定資産

有形固定資産 ※1
 19,079

※1
 18,496

無形固定資産 3,167 3,295

投資その他の資産 14,341 14,345

貸倒引当金 △44 △49

投資その他の資産合計 14,297 14,296

固定資産合計 36,544 36,088

資産合計 100,552 99,585

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,371 12,465

短期借入金 3,726 3,500

未払法人税等 674 884

賞与引当金 2,527 1,666

その他の引当金 123 210

その他 2,141 2,620

流動負債合計 22,565 21,347

固定負債

長期借入金 100 183

退職給付引当金 3,134 3,097

その他の引当金 162 197

負ののれん 1 1

その他 948 925

固定負債合計 4,346 4,404

負債合計 26,912 25,752
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 4,621 4,621

資本剰余金 9,982 9,982

利益剰余金 59,350 59,473

自己株式 △766 △766

株主資本合計 73,188 73,311

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 524 447

為替換算調整勘定 △83 63

評価・換算差額等合計 441 510

少数株主持分 10 11

純資産合計 73,640 73,833

負債純資産合計 100,552 99,585
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 20,054

売上原価 11,104

売上総利益 8,950

販売費及び一般管理費 ※
 7,908

営業利益 1,041

営業外収益

受取利息 3

受取配当金 78

その他 85

営業外収益合計 167

営業外費用

支払利息 18

為替差損 47

その他 2

営業外費用合計 69

経常利益 1,140

特別利益

固定資産売却益 1

保険解約益 100

貸倒引当金戻入額 39

特別利益合計 141

特別損失

固定資産売却損 0

固定資産除却損 1

投資有価証券評価損 12

減損損失 7

その他 1

特別損失合計 23

税金等調整前四半期純利益 1,259

法人税、住民税及び事業税 893

法人税等調整額 △264

法人税等合計 629

少数株主利益 0

四半期純利益 629
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,259

減価償却費 1,233

減損損失 7

貸倒引当金の増減額（△は減少） △39

賞与引当金の増減額（△は減少） 861

退職給付引当金の増減額（△は減少） 36

その他の引当金の増減額（△は減少） △122

受取利息及び受取配当金 △82

支払利息 18

固定資産売却損益（△は益） △1

固定資産除却損 1

投資有価証券評価損益（△は益） 12

保険解約益 △100

売上債権の増減額（△は増加） 3,289

たな卸資産の増減額（△は増加） △867

仕入債務の増減額（△は減少） 844

未払消費税等の増減額（△は減少） △110

その他 △489

小計 5,751

利息及び配当金の受取額 76

利息の支払額 △16

法人税等の支払額 △860

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,950

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 9

有形固定資産の取得による支出 △1,554

無形固定資産の取得による支出 △75

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △599

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 600

貸付けによる支出 △100

保険積立金の積立による支出 △7

保険積立金の取崩による収入 182

その他 △121

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,664
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（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 160

長期借入金の返済による支出 △16

自己株式の売却による収入 0

配当金の支払額 △770

リース債務の返済による支出 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △629

現金及び現金同等物に係る換算差額 23

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,680

現金及び現金同等物の期首残高 21,958

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 24,638
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

 (1)重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更

　たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として先入先出法による

原価法によっておりましたが、当第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関

する会計基準」（企業会計基準第９号　平

成18年７月５日）が適用されたことに伴

い、主として先入先出法による原価法（貸

借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）により算定してお

ります。

　これによる営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益への影響は軽微であり

ます。

  (2)「連結財務諸表作成における在外子会

社の会計処理に関する当面の取扱い」

の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「連結財

務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（実務対応報告第

18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決

算上必要な修正を行っております。

　これによる営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益への影響は軽微であり

ます。

 (3)リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号（平成５年６月17日（企業会

計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第16

号（平成６年１月18日（日本公認会計士協

会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連

結会計年度に係る四半期連結財務諸表から

適用することができることになったことに

伴い、当第１四半期連結会計期間からこれ

らの会計基準等を適用し、通常の売買取引

に係る会計処理によっております。また、所

有権移転外ファイナンス・リース取引に係

るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法を採用しております。
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当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 　リース取引開始日が、リース会計基準等適

用初年度開始前の所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については、引き続き通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっております。

　これによる営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益への影響は軽微であり

ます。

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

税金費用の計算 　連結子会社の税金費用の計算にあたり、税

引前四半期純利益に前年度の損益計算書に

おける税効果会計適用後の法人税等の負担

率を乗じて計算しております。なお、法人税

等調整額は法人税、住民税及び事業税に含

めて表示しております。 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）　

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、18,317百万円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、18,205百万円であ

ります。

　２　手形割引高

（輸出手形割引高）
274百万円

　２　手形割引高

（輸出手形割引高）
448百万円

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のと

おりであります。

役員従業員給料手当等   2,702百万円

賞与及び賞与引当金繰入額    753百万円

役員退職慰労引当金繰入額   ９百万円

退職給付費用     175百万円

減価償却費    347百万円

役員賞与引当金繰入額   10百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日）

現金及び預金   25,211百万円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 　 △572百万円

現金及び現金同等物   24,638百万円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　

普通株式  19,588千株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　

普通株式  340千株

　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 769 40  平成20年３月31日  平成20年６月27日
利益剰余

金

　

（２）基準日が当連結会計年度の開始の日から当第１四半期連結会計期間末までに属する配当のうち配当の

効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後となるもの　

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

フクダ電子株式会社(E02304)

四半期報告書

19/23



（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

取引残高に前連結会計年度末に比して著しい変動が認められなかったため、その記載を省略しました。

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　医用電子機器事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額　

に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しました。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地別セグメント

情報の記載を省略しました。

　

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しました。

　

（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありませ

ん。

　

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

当社グループは、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　　　　当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 3,825.32円 １株当たり純資産額 3,835.32円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 32.71円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（百万円） 629

普通株主に帰属しない金額（百万円） -　

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 629

期中平均株式数（千株） 19,247

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月12日

フクダ電子株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　平井　  清　　  印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　山本　  守　　  印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 　大谷　はるみ　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフクダ電子株式会社

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フクダ電子株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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